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ハルビンにおけるウクライナ人の日本研究 

━━『遠東雑誌』と『ウクライナ・日本語辞典』━━ 

 

１ はじめに 

 日本の傀儡国家であった満洲国のハルビンでは、ウクライナ民族の家（ウクライナ・クラ

ブ）に所在したウクライナ人居留民会を中心に、さまざまなウクライナ語の出版物が発行さ

れていた。 

1934 年 10 月にウクライナ民族の家では、『満洲通信』の編集スタッフにより、極東で最

初のウクライナ関連出版物の展示会を開催することが計画された。予定された展示物は、ヨ

ーロッパ、アメリカ、アジアで出版されたウクライナ語の定期刊行物、随想、学術出版物、

ハルビンにおけるウクライナ語の新聞などであった。展示会は 1936 年 8 月 25 日、ウクラ

イナ青年連盟のパーティに合わせて開催された。翌 1937 年 7 月 18 日の満洲帝国ウクライ

ナ人居留民会の総会中にもウクライナ民族の家のロビーで再度開かれた1。 

ウクライナ人居留民会はさまざまなウクライナ語の出版物を刊行していたが、残念なが

らその多くは現在残っていない。一方、それらの出版物には日本や日本文化に関連するもの

も含まれていた。1936 年にはウクライナ人居留民会によって『遠東雑誌』が出版された。

これには、中国文学などに加えて日本の詩編や短編小説もウクライナ語に翻訳されて収録

されていた。同書やその編集に関わったハルビン・ウクライナ東洋学者協会については、ロ

マン・ラフの優れた研究がある2。本稿では、まず、それら先行研究と『遠東雑誌』の原本

を参照して、同書の概要とそこに含まれた日本語作品を中心に見てみたい。 

次に、1944年に刊行された『ウクライナ・日本語辞典』の原本を用いて、それらの内容や

発刊の背景を分析する。本稿では、『ウクライナ・日本語辞典』の言語学的な分析は行わな

い。それについては日野貴夫・イヴァン・ボンダレンコの先駆的な研究やユリア・マラホヴ

ァの先行研究がある3。日野によれば、その研究で使用されたのはニューヨーク公共図書館

に所蔵されていたイヴァン・スヴィットの原本のマイクロフィルムを、中井和夫がコピーし

たものである。この『ウクライナ・日本語辞典』の編纂の経緯と編集過程については、スヴ

ィットとクペツィキーの回顧録にそれぞれ記述されている。本稿では、それらを基に、同辞

書を使用して、この辞書が作成された経緯と、どのように作られたのかに焦点を絞って分析

したい。 

 

２ 『遠東雑誌』 

 『遠東雑誌』は、ドミトロ・バルチェンコを編集者として満洲帝国ウクライナ人居留民会

によって、ウクライナ語で 1936年 10月中頃に出版され、発行部数は 350部、目次や広告を

除いて 83頁であった（図 1）4。 

 その出版目的は、序文によれば「極東全般、特に極東ウクライナ人に関する情報を世界中

のウクライナ人に広める」ことが彼らの責務であると考え、また紹介作品の選出に際して、
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政党や学派の影響を受けていないことも強調されている5。 

 

図 1 『遠東雑誌』«Далекий Схід» 

 

【出典】ヤコブキン氏提供。ロシア国立図書館所蔵。 

 

 この書籍刊行に対して中心的な役割を担ったのは、ウクライナ人居留民会内のウクライ

ナ東洋学者協会であった（図 2）。この協会は 1936 年初頭に設立され、1938年初頭以降の

活動の記録がないため、その活動を終えたと考えられている。主な協会メンバーは、会長

フョードル・ダニレンコ（図 3）、副会長ワシーリ・オヂネツ、書記ボリス・ヴォブリー、

ドミトロ・バルチェンコ、ヴァレンティーナ・コルダ=コロテンコらであった6。 
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図 2 ハルビン・ウクライナ人居留民会内「ウクライナ東洋学者協会」 

 

【出典】チョルノマズ氏提供、『遠東雑誌』3枚目（ページ数なし）。 
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図 3 フョードル・ダニレンコ 

 

【出典】岡部蔵（原本）。 

 

 協会メンバーの略歴をまとめておきたい。会長のフョードル・ダニレンコは著名な東洋学

者であり、1933 年にはハルビンのフロマーダの代表に選ばれ、ウクライナ人居留民会の幹

部としてウクライナ人社会のリーダーの一人であった。後年は小説家として活動し『私たち

が自分を犠牲にするとき』や『人生に』といったロシア語作品を残した（図 4）。ソ連の満

洲占領後に有罪判決を受け、1955年にカザフスタンのカラガンダで没した7。 
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図 4 フョードル・ダニレンコ著『人生に』（1931年） 

 

【出典】岡部蔵（原本）。署名はダニレンコの自署。「タミネさん、 

著者 F .F. ダニレンコから友情の証として深い敬意を持って。 

1941年 12月 21日、ハルビン」 

 

書記のボリス・ヴォブリーは、日本でもピョートル・ポダルコの研究でその経歴が紹介さ

れている。ヴォブリーは、ポルタヴァ出身でウラジオストクの東洋学院で学んだ。サハリン

で翻訳者として働いたのちに来日、1924年から 1934 年にかけて福井県立敦賀商業学校でロ

シア語を教えた8。その後、上海に移り、1938年には上海のウクライナ・フロマーダの副代

表となった。1939 年からは、ハルビンでウクライナについて日本語の書籍を出版した。第

二次世界大戦後は米国に移住し 1970年前後にワシントンで没した9。 

ワシーリ・オヂネツは中国語や中国学を専門とする東洋学者である。ハルビンのウクライ

ナ青年連盟 SUM（СУМ）のメンバーで、学術的にはフョードル・ダニレンコに師事した。

1919年 3月にイルクーツクから家族と一緒にハルビンに移った。 1928年から 1933年、東

洋学・商学大学（のちの聖ウラジーミル大学東洋学・経済学部）で学び 1938年まで同大学

の准教授を務め「漢字の書き方の分析」クラスを担当した。中国語、満洲語、日本語に通じ

ていた。ウクライナ青年連盟をはじめウクライナ人居留民会の活動にも積極的に参加し、新

京の建国大学でもロシア語や中国文学と東ヨーロッパの歴史を教えた。またニコライ（ミコ

ラ）・バイコフの『偉大なる王』の日本語への翻訳に参加した。ソ連の満洲占領後は逮捕さ
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れ送還された。1945年から 1956年にタイシェットのオゼルラグ労働収容所に収監され、釈

放後はカラガンダで経済学者として働き、ブコヴィナ出身のウクライナ人女性と結婚し、

1972年同地で没した10。 

ドミトロ・バルチェンコは、もともとはウクライナ国民共和国軍の軍医で、1931 年にヴ

ォルィーニから上海を経由してハルビンに来た。1933 年からは大澤隼が社長を務めていた

『ハルビンスコエ・ウレーミヤ』紙でウクライナについてのロシア語の紙面を担当した11。

満洲帝国外交部が作成した日本語資料「満洲のウクライナ人」にも名前があり、それによれ

ば 1937年前後にはウクライナ人居留民会の副議長になっていた12。 

 ヴァレンティーナ・コルダ＝コロテンコはハルビンにおけるウクライナ民族主義者組織

の活動家であったロマン・コルダ＝フェドリフ（本名ミハイロ・ザティナイコ)13の妻で、 

1912年 2月 2日にハイラル市生まれ、市内の学校を卒業後、1935年にハルビンの聖ウラジ

ーミル大学を卒業した。専門は中国学であり、またウクライナ極東シーチの活動家で、1938

年から 1939年の間にウクライナ人居留民会の女性グループの責任者でもあった14。 

本の内容を見てみたい。オヂネツをはじめ中国専門家が協会メンバーに多かったため中

国語や満洲の作品が多く選ばれているが、同程度の日本の作品も含まれている。まず、「日

本の詩」として紀友則の「ひさかたの」といった古典に始まり、川路柳虹、与謝野晶子など

の作品がウクライナ語に翻訳され掲載されている（図 5）15。また、久米正雄の短編小説「或

る求婚者の話」（1922 年）も含まれている16。また、作者不詳の「日本の生活に関するエッ

セー」、「結婚式のすべての習慣」、「日本の住居」、「日本の国民教育」といった日本の生活や

文化についてのエッセーも含まれている。 

ウクライナ人からは、オヂネツによる中国の名称に関する記事「支那か中国か」、「現代東

洋学」、イヴァン・シュレンディク博士17の極東や満洲のウクライナ人口についての考察「満

洲帝国のウクライナ人」、バルチェンコの「時局の要請」と題した時事評論、アジアにおけ

るウクライナ人の解放運動を主題としたミコラ・コヴリャンシキー18の短編小説「1917 –1920」

に加えて、ウクライナ人居留民会の現状についてなどさまざまなジャンルの記事が掲載さ

れている。 
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図 5「日本の詩」 

 

【出典】チョルノマズ氏提供、『遠東雑誌』4頁。川路柳虹の詩。 
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図 6 チューリン商会のウクライナ語広告 

 

【出典】チョルノマズ氏提供、『遠東雑誌』85枚名（ページ数なし）。 
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図 7 ワシーリ・オヂネツの広告（左上） 

 

【出典】『遠東雑誌』4枚目（ページ数なし）、なお、画像下の広告はベールィ社交ダンス

教室のウクライナ語版広告である（『満洲通信』にはロシア語版広告のみ掲載。岡部『日

本・ウクライナ交流史 1915 –1937 年』132頁）。 

 

一方、『遠東雑誌』と題され定期刊行物を思わせる体裁であり、「最初の号がウクライナ市

民によってどのように受け入れられるかに応じて」継続して出版される予定であったが、こ

の号のみの刊行で終わった。 

 同書の最後には商業広告も掲載されている。チューリン商会のウクライナ語版広告（図 6）
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のほか、ワシーリ・オヂネツの「通訳者」としての広告が掲載されている（図 7）。ウクライ

ナ語、ロシア語、英語と満洲語の通訳とアジア言語の指導も可能とある。そのオヂネツが共

著者であった『ウクライナ・日本語辞典』について次節で見てみたい。 

 

３ 『ウクライナ・日本語辞典』 

 まずは、同辞書の概略をまとめたい。アナトリ・ヂブローワ、ワシーリ・オヂネツ共著、

保田三郎編纂『ウクライナ・日本語辞典』（А. Дібров та Василь Однець  Під редакціею Ясуда 

Сабуро УКРАЇНСЬКО-НІППОНСЬКИЙ СЛОВНИК Видано хаходами Української 

Націонанальної кольонії м.Харбин, 1944）は、収録語数約 11000語、266頁、辞書部分は左右

二段組で 47行、発行部数 1000部で、確認される限りで世界最初のウクライナ語・日本語辞

典である（図 8）。日本語を示す言葉としては、ヤポンシキー（японський）ではなく、「ニポ

ンシキー（ніппонський）」が使用されている。ハルビンのウクライナ語新聞『満洲通信』で

は、1932年の発刊当初は、日本について Японіяや японський が使われていたが、1935年前

後から Ніппон や ніппонський といった語に置き換わっている19。これはハルビンのロシア

語刊行物でも同様で、ハルビン特務機関や日本当局の関与・指導があった可能性が先行研究

でも指摘されている20。 

日野・ボンダレンコの研究でも、同辞書の構成について、奥付も含めて考察されている。 

同辞書は、クリャブコ＝コレツキーの序文（図 9）、著者のヂブローワ、オヂネツによる序

文（図 10）、ヂブローワによる「ウクライナ小論」と題されたウクライナの歴史・文化に

関する論説、辞書部で構成されている。まず目につくのは、表題である。扉では「ウクラ

イナ・日本語辞典」、奥付では「ウクライナ日本語辞典」と中黒が抜けており、統一され

ていない。 

クリャブコ=コレツキーの序文はウクライナ語のみで、ヂブローワとオヂネツの序文は

ウクライナ語・日本語併記、ヂブローワの「ウクライナ小論」は日本語のみとまったく異

なる形式で書かれている。よって、クリャブコ＝コレツキーの序文は、そもそも日本人に

読ませることを想定していなかったと思われる。一方、ヂブローワとオヂネツの序文は日

宇両言語併記で、日本人に読ませることを想定していたと思われる。また「ウクライナ小

論」は日本語のみで日本人読者を対象にしていたと考えてよい。 

 著者については、表紙では「アナトリ・ヂブローワ」と「ワシーリ・オヂネツ」となっ

ているが、奥付ではヂブローワではなく「アナトーリ・クヴイトチエンコ」となっている

（図 11）。第３章でも書いたとおり、クペツィキーによると、ヂブローワは偽名で、本名

はティシチェンコである。この頃は、配偶者の名前であるクヴィチェンコを名乗るように

なっていた。クヴィチェンコは新京市（現在の長春市）、オヂネツは海拉爾市（現在の中

華人民共和国内モンゴル自治区海拉爾区）に居住していた。オヂネツの名前は『建国大学

要覧』でも確認でき、1941 年頃満洲国の「外務局嘱託」であり、新京の建国大学で兼務講

師としてロシア語を教えていた21。 
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図 8 『ウクライナ・日本語辞典』扉 

 

【出典】岡部蔵。 

図 9 ヴィクトル・クリャブコ＝コレツキー著「序文」 

 

【出典】岡部蔵。 
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図 10 アナトリ・ヂブローワ、ワシーリ・オヂネツ著「序文」 

 

【出典】岡部蔵。 
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図 11 『ウクライナ日本語辞典』奥付 

 

【出典】岡部蔵。 
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スヴィットによれば、辞書の出版が計画されたのは 1939年の後半であった。この計画は、

満洲国の首都新京とハルビンでほぼ同時に起こり、その主な理由は、「多くの日本人がウク

ライナの言語と文学に精通したかったから」であった22。ただこの時は、ハルビン特務機関

の同意が得られなかった。 

出版費用は、ハルビン特務機関や南満洲鉄道から出されたのではないかと推論されるこ

ともあるが、辞書の奥付や内容からは分からない。スヴィットによれば、その主な費用は

1939年に死去したペトロ・ゴロビーの遺産から賄われた。ゴロビーは 1881年にポルタヴァ

生まれで 1898年から満洲で鉄道関連の仕事を始め、1918年以降は極東におけるさまざまな

ウクライナ人団体の職に選出され、1919年から 22年までは極東地域協同組合「チュマック」

の議長を務めた。1919 年 5 月には「極東ウクライナ人の国家文化自治憲法」を採択した第

2 回ウクライナ極東地域評議会にも参加している。またアタマン・グリゴリー・セミョーノ

フともつながりがあり表彰もされた。1922 年 11 月 26 日にソ連当局により逮捕され、1924

年に「チタ裁判」で死刑判決を受け、減刑後に投獄された23。1930年にソ連から満洲へ逃亡

し、その後ハルビンで出版社と劇場を営んだ24。ゴロビーは裕福であったようで、その死に

際しては 25000 円がウクライナ人居留民会に対して遺贈された。そこから辞書の出版費用

が出されたが、辞書の発行者でもあったウクライナ人居留民会議長であったヴィクトル・ク

リャブコ＝コレツキーが、1944 年にその任を解任された際、ゴロビーの遺産が横領されて

いたことも発覚した。にもかかわらず、辞書の序文はクリャブコ＝コレツキーが執筆し、ま

たオヂネツとヂブローワの序文では彼に対する謝辞も述べられている25。 

出版に向けた財政的な問題も解決したため、1940～41年の冬頃には、ウクライナ語と日

本語の辞書を発行することは決定されていたようである。 編纂者としては、オヂネツと

ヂブローワがこの仕事を引き受けた。辞書の「序文」によれば、ウクライナ語の日本語訳

をオヂネツ、ウクライナ語やロシア語の原文の採集、ウクライナ文字による日本語表現や

前書き、校正、出版に関する諸作業はヂブローワが担当した。ヂブローワ、すなわちティ

シチェンコの義兄弟であったクペツィキーもこの頃から辞書のプロジェクトを手伝うよう

になった（図 12）。その中で、クペツィキーはヂブローワから以下のような告白を受け

た。 

 

 1941年の春、私はその辞書に関する特別会議のために彼（著者注：ヂブローワ、ティシ

チェンコ）のところに行った。私たちは 2泊 3日をともに過ごし、辞書だけでなく、ウク

ライナ情勢全般についても心ゆくまで話した。彼は思っていたよりも、ウクライナとウク

ライナ政治問題全般に精通していた。彼はボルシェビキが自分をこちら側に送ったと私に

打ち明けたが、日本人にそれについて話していなかった。ただ、彼はウクライナ人のため

にしか働けないと思い、ボルシェビキのために働かなかった26。 
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つまり、ヂブローワは、もともとはソ連側によって諜報目的で満洲に送り込まれたが、

関係を断ち、ハルビンのウクライナ人側に立っていたのである。また、同じ頃、ヂブロー

ワは、ダニレンコのロシア語小説『私たちが自分を犠牲にするとき』のウクライナ語への

翻訳にも取り組んでいた（図 13）。ヂブローワはクペツィキーに相談し、「ニコライ 2世の

肖像画」を「ヘーチマン・マゼーパの肖像画」といったように、本の中のロシア的な表現

を勝手にウクライナ的なものに改変した。それに対しダニレンコは「これは翻訳ではな

い」と同意しなかった27。 

 

図 12 クヴィチェンコ（ティシチェンコ、ヂブローワ：左）とクペツィキー（右） 

 

【出典】レーシャ・ジュラ氏蔵（1941年 10月 29日撮影）。 
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図 13 フョードル・ダニレンコ著『私たちが自分を犠牲にするとき』(1937年) 

  

【出典】岡部蔵（原本）。 

 

ヂブローワ、オヂネツはともに流暢な日本語を話すことができ、とくにオヂネツは中国

語の専門家であり、漢字が共通していることから、日本語もよく読めた。スヴィットによ

れば辞書の編纂作業は以下のとおりであった。ヂブローワがウクライナ語の単語を書いた

のちに、日本語で音訳を書いた。オヂネツはウクライナ語の単語を日本語に翻訳した。彼

らはともに、満洲国の首都のさまざまな機関で働いた経験があったため、辞書編纂に興味

を示した何人かの日本人を見つけることができた。 

 表１は、同辞書にウクライナ語と日本語併記で書かれた「序文」で「本辞典が生まれ出

づるに当たって異常なる熱意を以て参加せられた下記諸彥に対し深甚なる誠意と衷心より

の敬意を表する次第である」とされた人物をまとめたものである。そこには日本人協力者

10 名の名前も書かれているが、そのうち女性 2名（鵜飼米子、臼井雅子）は日本語には名

前があるが、ウクライナ語にはない。1名なら単なるミスとも考えられるが、2名の名前

が抜けるのはいささか不自然である。本の扉の部分では、スヴィットの著作と同じように

編者が保田三郎となっているが、奥付では「靑木茂」となっている。同一人物であった
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か、それとも別人で靑木は単なる本の編集担当だったのかは分からない28。 

 スヴィットによれば、翻訳者として数人の日本人専門家が加わり、1941年春頃から編集

が始まった。編集スタッフは最大 8人の日本人で構成されており、その中で増田晴三がリ

ーダーであった29。増田晴三の名前は、『康徳 8年満洲国官吏録』で確認でき、1940年の時

点で満洲国外務局政務処高等官試補属官であった30。中華系と思われる黄松俊とウクライ

ナ語版で名前がなかった２名を除くと「序文」の日本人の名前は保田と増田を含めてちょ

うど 8名であり、スヴィットのいう日本人編集スタッフと考えていいだろう。名前がなか

った鵜飼と臼井はタイピストであったかもしれない。 

 

表 1 『ウクライナ・日本語辞典』編纂参加者一覧 

氏名（「序文」の日本語表記通り） 付記 

保田三郎 「編纂」担当。奥付では「編者」は「靑木茂」 

クリヤブコーコレツキ ウクライナ人居留民会会長。ハルビンの聖ウラジ

ーミル大学、北満学院で工学部長などを歴任。ス

コロパツィキー政権のウクライナ国で内務次官、

郵政局長（閣僚）を歴任しながらもその後、ハル

ビンに来てからは親ロシア姿勢に転じ、白系露人

事務局設立後は、ウクライナ系住民の同事務局へ

の登録を促すなど全面的に協力。1940年にはハル

ビン特務機関によってウクライナ民族の家代表に

任命。 

マルキヴ、ボリス ウクライナ民族主義者組織のフリホリー・クペツ

ィキーの偽名。辞書の著者ヂブローワ(ティシチェ

ンコ、クヴィチェンコ)の義兄弟。 

増田晴三 満洲国外交部勤務。1940年時点で満洲国外務局政

務処高等官試補属官。 

黄松俊 「序文」のウクライナ語表記 Ко-Сіо-Сюн 

井出包久 「序文」のウクライナ語表記 Їде Канехіса 

上田三加雄 「序文」のウクライナ語表記 Уеда Місао 

小島賢二郎 「序文」のウクライナ語表記 Косіма Кендзіро 

河野賢二 「序文」のウクライナ語表記 Кавано Кендзі 

四本鉄治 「序文」のウクライナ語表記 Йоццумото Тецузі 
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鵜飼米子 「序文」のウクライナ語版に名前がない。タイピ

スト？ 

臼井雅子 「序文」のウクライナ語版に名前がない。タイピ

スト？ 

大越日出子 「序文」のウクライナ語表記 Оокосі Хідеко 

クヴィトチエンコ、テチヤナ クペツィキーによれば、アナトリ・ヂブローワ

（ティシチェンコ、クヴィチェンコ）の妻。 

ミリコーミ、クリチ 日本語版の句点の打ち方が誤植。正確には「ミリ

コ、ミクリチ」。ミクリチ＝ミリコ・バルカ

Микулич-Мілько Варка(Варвара Андріївна)は、ウ

クライナ青年連盟 SUM(СУМ)やウクライナ極東シ

ーチに積極的に参加し幹部を務める。タイピング

技術も習得しており、辞書編纂に参加した。夫の

ミクリチ・オレーシ・ステパノヴィチМикулич 

Олесь Степанович とともに、ハルビンのアマチュ

ア劇団でも活躍。 

ロバスミコラ 1944年のウクライナ人居留民会名簿によれば 1908

年生まれ。ウクライナ教会関係者。チューリン商

会の会計士として働く。ウクライナ人居留民会長

老ラーダメンバー。戦後は、ソ連側で働く。 

スヴィト、イワン 『満洲通信』編集者。 

リヴイヌスキ、イワン 東洋学者のステパン・レヴィンスキー。パリ政治

学院博士、在ハルビン・ポーランド領事館通訳

官、後にサイゴンのフランス総督府通訳。日宇語

ともに「イワン」と記載（誤記？）。 

【出典】ヂブローワ、オヂネツ「序文」『ウクライナ・日本語辞典』VⅡ。「序文」の記載

順。氏名については日本語のカタカナ表記は原文のまま。チョルノマズ『中国のウクライ

ナ人』や各種史料を参照して作成。 

 

 辞書の最初の 35頁あまりは東洋学者として知られ、当時ハルビンに在住していたステ

パン・レヴィンスキーがチェックした31。東洋学者であったステパン・レヴィンスキー

（1897～1946年）は、著名な建築家イヴァン・レヴィンスキーの子である。リヴィウ工科

大学卒業後、1922年にパリ政治学院で博士号を取得し、1929年に国立東洋言語学校日本
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語学科で学び、東洋学の博士号を取得した。『日本の家から』という著作でリヴィウ・イ

ヴァンフランコ記念作家・ジャーナリスト賞を受賞した。ポーランドの政党であったウク

ライナ国民民主同盟 УНДО の支援を受けポーランドの外交官となり、1936年から 1940年

にかけてハルビンのポーランド領事館で貿易経済担当官兼翻訳者を務めた。カルパト・ウ

クライナに対するポーランドの政策に抗議して 1939 年 1月 19日に辞任したが、УНДО か

らの圧力を受けて、辞任を撤回せざるを得なかった。1936年には緑ウクライナのカラー地

図の出版に資金を提供し、編集も行った。1937年、レヴィンスキーの主導でウクライナ語

に取り組むグループが結成され、スヴィットが編集者であった『満洲通信』とも協力し

た。1942年にはサイゴンのフランス総督の翻訳官となり、1946年にパリで病没した32。 

 レヴィンスキーが北京に移ったため、その作業はスヴィットによって引き継がれた。今

度はスヴィットが上海に移ったため、残りの編集作業は日本人に引き継がれたが 1941年

秋の印刷・出版は無理と分かった。オヂネツは、編集のため、まず 5部のコピーを作成す

る必要があったが、日本人タイピストを見つけるのが難しく、彼自身が日本語のテキスト

を準備した。秋頃には日本人タイピストが見つかり、また活字化と修正のスピードが速ま

った。一方、日本語の単語をウクライナ語へ活字化する作業は、ヂブローワによって３か

月かけて行われ、6万語以上が音訳された。1943年 3月 17日、ヂブローワがスヴィット

に送った手紙では、写真の掲載を希望していたが、叶わなかった33。その後、『ウクライ

ナ・日本語辞典』は 1944年 4月 10日に初版発行となったのである。 
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